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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　　　　
ニュースガイド

２面　ロボカップ世界大会でテクニ
　　　カル７連覇／東都六工大空手
　　　で本学好成績／根本さん全国
　　　空手で最多６度目Ⅴ／人命救
　　　助の櫻山さんに感謝状
３面　PERCなどのチームふたご座流
　　　星群母天体の素顔に迫る／　
　　　PERCが宇宙研の連携拠点に／
　　　工業系高校生が大学生と交流
　　　会／31年度本学入試の日程
４、５面　本学29年度決算を承認／
　　　学生共済会予算、決算を承認
６面　ふなばし環境フェア、谷津干
　　　潟の日フェスタで村上研、小
　　　浦研、環境科学研など展示／
　　　いすみ市自然活用へ福嶋さん
　　　海老原さんが発表／学生寮大
　　　運動会
７面　ＰＰＡ総会／同窓会総会／本
　　　学公式Twitter開設
８面　６月オープンキャンパス／ク
　　　ラブの活動状況

　
小
宮
一
仁
学
長

写

真
右

は
６
月
19
日
、

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
チ
ュ

ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
を
訪

問
し
、
工
学
部
のSupot 

Teachavorasinskun 
(

ス

ポ
ッ
ト
・
テ
ー
チ
ャ
ウ
ォ
ー

ラ
シ
ン
サ
ク
ン)

学
部
長

同
左

と
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。

　
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

大
は
タ
イ
で
最
古
の

１
９
１
７
年
に
設
立
さ
れ
た

最
も
権
威
あ
る
国
立
大
。
18

学
部
と
種
々
の
研
究
機
関
が

あ
る
。
薬
学
部
と
は
す
で
に

２
０
１
６
年
に
協
定
を
締

結
。
工
学
部
と
も
協
定
し
た

こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
い
学

術
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
の

工
学
部
と
も
交
流
協
定

ついて来る知能ロボ　乗り物にも変形

fuRoが「CanguRo」公開
　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
は
７
月
４
日
、
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
乗
り
物
へ
と
自
動

変
形
す
る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
「CanguRo

」（
カ
ン
グ
ー
ロ
）
を
報
道
関
係
者
に
公
開
し
た
。
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
全
盛
時
代
の
人
と
乗
り
物
と
の
〝
新
し
い
関
係
〞
を
先
導
し
よ
う
と
い
う
意
欲
作
。
古
田
貴
之
所

長
は
「
乗
り
物
の
新
た
な
価
値
を
創
り
出
し
て
社
会
変
革
を
起
こ
す
」
と
胸
を
張
っ
た
。

Ａ
Ｉ
時
代
の
相
棒
を
創
る

　CanguRo

は
イ
タ
リ
ア
語

で
「
カ
ン
ガ
ル
ー
」
を
意
味

し
て
い
る
。
乗
り
物
と
ロ
ボ

ッ
ト
と
の
完
全
な
融
合
を
目

指
す
「RidRoid

」（
ラ
イ
ド

ロ
イ
ド
）
シ
リ
ー
ズ
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　CanguRo

の
開
発
は
人
と

馬
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を

模
し
て
進
め
ら
れ
た
。
人
は

馬
の
主
人
で
あ
り
、
お
互
い

に
よ
き
相
棒
で
も
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
背
に
跨

ま
た
が

れ
ば
便
利

な
乗
り
物
と
な
り
、
爽
快
な

人
馬
一
体
感
を
も
た
ら
す
。

こ
の
よ
う
な
人
と
馬
と
の
関

係
を
、
高
度
な
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
を
駆
使
し
て
再
現

し
た
の
がCanguRo

だ
。

　
ロ
イ
ド
モ
ー
ド
（
ロ
ボ
ッ

ト
）
時
のCanguRo

は
映
画

に
登
場
す
る
相
棒
ロ
ボ
ッ
ト

の
よ
う
に
、
時
に
は
主
人
の

後
を
つ
い
て
き
て
、
買
い
物

の
荷
物
運
び
な
ど
を
手
伝

い
、
離
れ
た
場
所
に
い
て

も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
呼
び
出
せ
ば
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ

独
自
の
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
技
術
・

scan
SLAM

左
の
注
参
照

に
よ
っ
て
、
指
定
の
場
所

ま
で
完
全
自
動
操
縦
で
迎
え

に
き
て
く
れ
る
。

　
主
人
が
移
動
し
た
い
時
は

ラ
イ
ド
モ
ー
ド
に
自
動
で
電

動
変
形
し
、
主
人
の
身
体
の

一
部
と
な
っ
て
移
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
と
り
わ
け
注
目

な
の
が
旋
回
機
能
。
ス
キ
ー

で
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
滑
る
よ
う

に
、CanguRo

自
体
が
ボ
デ

ィ
ー
を
変
形
さ
せ
、
姿
勢
を

傾
け
な
が
ら
旋
回
す
る
。

　
ま
た
、CanguRo

本
体
に
は
ボ
デ
ィ

ー
ソ
ニ
ッ
ク
ス
ピ

ー
カ
ー
が
内
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
搭
乗
者

は
速
度
に
応
じ
た

ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
の

鼓
動
を
、
サ
ド
ル

の
振
動
を
通
じ
て

身
体
全
体
で
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
さ
ら
に
ハ
ン
ド

ル
の
力
覚
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
機
能
に

よ
っ
て
、
旋
回
時
の
回
転
半

径
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
〝
体

感
〞
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
体

感
機
能
は
〝
人
機
一
体
感
〞

を
作
り
出
す
た
め
に
実
装
さ

れ
た
技
術
だ
。

　
移
動
中
、
万
が
一
事
故
を

起
こ
し
そ
う
に
な
っ
て
も
、

ス
マ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
機
能
で

自
動
ブ
レ
ー
キ
が
働
き
、
未

然
に
衝
突
を
回
避
す
る
。

人
・
機
の
関
係
を
先
導

　「
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

が
こ
れ
だ
け
進
化
し
た
中
に

あ
っ
て
、
乗
り
物
は
本
当
に

進
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
人
と
乗
り
物
と
の
関
係

は
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
」

　
７
月
４
日
、
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
報
道
陣
へ
の
発
表

会
。
会
場
を
ぎ
っ
し
り
埋
め

た
53
社
74
人
の
記
者
や
カ
メ

ラ
マ
ン
がCanguRo

に
熱
い

視
線
を
向
け
る
中
で
、
古
田

所
長
は
こ
う
語
り
か
け
た
。

　「
自
動
車
が
誕
生
し
て
１

０
０
年
、
依
然
と
し
て
乗
り

物
の
目
的
・
用
途
は
、
Ａ
地

点
か
ら
Ｂ
地
点
へ
の
移
動
手

段
で
あ
る
こ
と
か
ら
変
わ
っ

て
い
な
い
。
私
た
ち
の
目
的

は
、
こ
の
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
全
盛
時
代
に
〝
イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ
ブ
な
乗
り
物
を
創

る
〞
こ
と
で
し
た
」

　
そ
の
答
え
が
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
超
え
た

真
の
人
機
一
体
・
Ａ
Ｉ
時
代

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
だ
っ
た
。

　
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
古

田
所
長
以
下
の
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
の

ス
タ
ッ
フ
と
二
人
三
脚
で
ゼ

ロ
か
ら
挑
戦
し
た
の
が
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山

中
俊
治
氏
だ
。
山
中
氏
は
こ

れ
ま
で
も
古
田
所
長
と
手
を

組
ん
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

ロ
ボ
ッ
ト
の
「m

orph
3

」

や
、
56
個
の
モ
ー
タ
ー
を
駆

使
し
て
、
ビ
ー
ク
ル
、
ア
ニ

マ
ル
、
イ
ン
セ
ク
ト
の
３
形

態
に
変
化
す
る
移
動
ロ
ボ
ッ

ト
「Halluc

Ⅱ

」
な
ど
を

創
り
出
し
て
き
た
。

　
発
表
会
に
同
席
し
た
山
中

氏
は
「CanguRo

の
デ
ザ
イ

ン
で
気
を
つ
け
た
の
は
、
構

造
自
体
が
美
し
く
て
分
か
り

や
す
く
、
人
と
の
関
わ
り
が

よ
く
分
か
る
表
現
に
な
っ
て

い
る
こ
と
。
結
果
的
に
は
フ

レ
ー
ム
そ
の
も
の
が
美
し

く
、
合
理
的
な
構
造
で
、
あ

ら
ゆ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
美
的

感
覚
が
あ
ふ
れ
た
も
の
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
さ
ら
に
古
田
所
長
は

CanguRo

に
使
わ
れ
て
い
る

イ
ン
ホ
イ
ー
ル
駆
動
ユ
ニ
ッ

ト
やScan

SLAM

な
ど
の
コ

ア
技
術
が
、
自
動
操
縦
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
今
後
、

幅
広
く
応
用
さ
れ
て
い
く
可

能
性
を
示
唆
し
た
。

国
際
デ
ビ
ュ
ー
へ

　CanguRo

は
８
月
、
国
際

デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
。
ま
ず
８

月
15
日
か
ら
米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
外
務
省

の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
示
企

画
「
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ
ス
」
で

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。

　
ま
た
同
じ
８
月
15
日
、
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
の
授
賞
会
場

「Hollywood
&
Highland

」

で
行
わ
れ
る
山
中
俊
治
企

画

展
『Prototyping 

in 

Tokyo

〜
先
導
す
る
デ
ザ
イ

ン
の
制
作
絵
巻
〜
』
の
メ
デ

ィ
ア
＆
Ｖ
Ｉ
Ｐ
プ
レ
ビ
ュ
ー

で
も
デ
モ
を
行
う
予
定
。

■ CanguRo の仕様（抜粋））
全長 550ｍｍ（ロイドモード）／
     750ｍｍ（ライドモード）
全幅 400ｍｍ
重量 64㎏
速度 10㎞／ｈ
電池 Li‐fe、52.8V
前輪駆動／後輪操舵（開発したイ
ンホイール駆動ユニットを搭載）

　
■CanguRo
開
発
ス
タ
ッ
フ
（
敬
称
略
）　
　
大
和
秀

彰
（
技
術
統
括
／
機
構
設
計
、
制
御
系
）
▽
荻
原
一
輝

（
機
構
設
計
、
制
御
系
）
▽
入
江
清
（
知
能
系
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
）
▽
小
太
刀
崇
（
制
御
系
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
）
▽
友
納

正
裕
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
技
術
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
▽
古

田
貴
之
（
コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー
ク
、
開
発
リ
ー
ダ
ー
）
▽
山

中
俊
治
（
コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー
ク
、
デ
ザ
イ
ン
）

　
■

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
技
術
　
レ
ー
ザ
ー
や
カ
メ
ラ
な
ど
の
セ

ン
サ
ー
の
情
報
を
解
析
し
て
、
自
己
の
位
置
を
推
定
し
つ

つ
周
囲
の
地
図
を
構
築
す
る
、
自
動
操
縦
や
ロ
ボ
ッ
ト
に

お
け
る
〝
人
間
の
目
〞
の
役
割
に
相
当
す
る
コ
ア
技
術
。

▲
　説
明
す
る
古
田
所
長(
右)

と

　
　
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山
中
さ
ん

記者たちに囲まれるCanguRo
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手
協
会
主
催)

男
子
組
手
の

部
で
強
豪
・
芳
賀
裕
介
選
手

(

拓
殖
大
出
身)

を
破
り
、
史

上
最
多
・
通
算
６
度
目
の
優

勝
を
飾
っ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
２
度
準
優
勝

の
経
験
が
あ
る
芳
賀
選
手
と

対
戦
。
５
分
３
本
勝
負
・
２

本
先
取
り
の
ル
ー
ル
の
中
、

根
本
選
手
が
立
て
続
け
に
上

段
突
き
を
決
め
る
と
、
芳
賀

選
手
も
上
段
逆
突
き
な
ど
で

返
し
ポ
イ
ン
ト
が
並
ん
だ
。

あ
と
１
本
で
決
着
と
い
う
緊

迫
し
た
場
面
で
、
根
本
選
手

は
右
上
段
逆
突
き
を
２
連
続

で
出
し
、
こ
れ
が
芳
賀
選
手

の
顔
面
を
捉
え
て
決
勝
戦
を

制
し
た
。

　
昭
和
33
年
か
ら
始
ま
っ
た

全
国
空
手
道
選
手
権
・
組
手

の
部
で
根
本
選
手
は
全
国
制

覇
５
回
と
、
谷
山
卓
也
選
手

(

拓
殖
大
出
身)

と
並
ん
で
い

た
が
、
こ
れ
で
優
勝
回
数
の

単
独
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。

　
平
成
30
年
度
（
第
66
回
）

東
都
六
工
大
空
手
道
選
手
権

大
会
が
６
月
24
日
（
日
）、

本
学
の
新
習
志
野
校
舎
体
育

館
で
開
か
れ
た
。

　
本
学
体
育
会
・
空
手
道
部

（
牧
野
樹

た
つ
き

主
将

金
融
・

経
営
リ
ス
ク
科
学
科
４
年
）

は
、
男
子
団
体
組
手(

５
人

出
場)

と
団
体
形(

男
女
３

人)
で
、
と
も
に
優
勝
を
果

た
し
た

写
真
。

　
男
子
個
人
組
手
で
は
内
田

雄
大
さ
ん
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
１
年
）

が
準
優
勝
。
女
子
個
人
組
手

で
は
三
浦
彩
さ
ん
（
同
２

年
）
が
優
勝
、
富
永
莉
加
さ

ん
（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
２

年
）
が
準
優
勝
す
る
な
ど
、

好
成
績
を
収
め
た
。

　
東
都
六
工
大
空
手
道
連
盟

は
本
学
と
芝
浦
工
業
大
、
工

学
院
大
、
東
京
都
市
大
、
東

京
工
業
大
、
日
本
大
理
工
学

部
、
同
生
産
工
学
部
で
構
成

し
て
い
る
。

　
男
子
で
準
優
勝
の
内
田
さ

ん
は
今
年
期
待
の
新
入
部
員

で
、
高
校
で
は
女
子
・
富
永

さ
ん
の
後
輩
。
空
手
を
習
っ

て
い
た
１
つ
年
上
の
兄
の
姿

に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
憧

れ
、
空
手
を
始
め
た
と
い

う
。「
や
る
か
ら
に
は
優
勝

し
た
か
っ
た
。
大
学
は
４
年

間
あ
る
の
で
、
残
り
の
チ
ャ

ン
ス
で
優
勝
を
狙
い
た
い
。

妥
協
せ
ず
、
毎
回
の
稽け

い

古こ

に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
」。

　
女
子
で
優
勝
の
三
浦
さ
ん

は
「
去
年
は
準
優
勝
だ
っ
た

の
で
、
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
。
後
輩
が
入
り
人
数
も
増

え
た
の
で
、
空
手
部
を
一
層

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」。

　
準
優
勝
の
富
永
さ
ん
は

「
満
足
い
か
な
い
結
果
で
し

た
が
、
冷
静
さ
を
保
ち
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き
た

い
」
と
、
今
後
へ
闘
志
を
か

き
立
て
て
い
た
。

　
三
浦
さ
ん
と
富
永
さ
ん
は

昨
年
11
月
の
第
30
回
全
日
本

理
工
科
系
大
学
空
手
道
選
手

権
大
会
の
女
子
個
人
組
手

で
、
そ
ろ
っ
て
決
勝
戦
に
進

み
、
三
浦
さ
ん
が
優
勝
、
富

永
さ
ん
は
準
優
勝
と
、
２
人

で
大
会
を
制
し
て
い
る
。

　
道
路
で
倒
れ
た
人
を
連

携
救
助
し
た
と
し
て
櫻

さ
く
ら

山や
ま

佳よ
し

紀の
り

さ
ん(

電
気
電
子
工

学
科
３
年

写
真)

ら
３

人
が
こ
の
ほ
ど
、
船
橋
市

東
消
防
署
（
小
形
寿
昭
署

長
）
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら

れ
た
。

　
櫻
山
さ
ん
は
３
月
９

日
、
自
宅
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
で
買
い
物
を
し
た
帰

り
、
京
成
バ
ス
三み

山や
ま

車
庫

バ
ス
停(

三
山
８
丁
目)

付

近
で
、
倒
れ
た
50
代
男
性

を
、
居
合
わ
せ
た
人
が
助

け
よ
う
と
し
て
い
る
場
面

に
遭
遇
し
た
。

　
男
性
は
意
識
が
な
く
心

肺
停
止
状
態
。
１
人
の
女

性
（
20
代
・
保
育
士
）
が

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
運
ん
で
き
た
。

雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、

櫻
山
さ
ん
は
雨
中
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
に
不
安
を
感
じ
、

傘
で
守
っ
た
。
そ
の
後
、

胸
骨
圧
迫
に
加
わ
り
女

性
、
自
営
業
の
40
代
男
性

と
３
人
で
、
救
急
隊
が
到

着
す
る
ま
で
救
命
措
置
を

続
け
た
。

　
櫻
山
さ
ん
は
２
年
前
の

運
転
免
許
取
得
時
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
を
受
け
て
い
た
。

「
初
め
て
の
経
験
で
と
に

か
く
不
安
だ
っ
た
け
ど
、

必
死
で
し
た
。
４
月
半
ば

に
、
男
性
が
社
会
復
帰
し

た
と
聞
い
て
安
心
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
東
消
防
署
は
、
市
内
の

コ
ン
ビ
ニ
２
０
０
余
店
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置
を
進
め
て
か

ら
初
の
救
命
事
例
と
し

「
勇
気
あ
る
３
人
と
コ
ン

ビ
ニ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
救
っ
た

命
」
と
、
市
の
サ
イ
ト
で

紹
介
し
て
い
る
。

櫻
山
さ
ん
に
感
謝
状

倒
れ
た
男
性
を
連
携
救
助

　
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
８
世

界
大
会
は
６
月
16
〜
22
日
、

カ
ナ
ダ
第
２
の
都
市
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
本

学
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

チ
ー
ム
「CIT Brains

」

写
真

は
サ
ッ
カ
ー
・
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ
・
キ
ッ

ド
サ
イ
ズ
部
門
の
テ
ク
ニ
カ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
７
連
覇
を

果
た
し
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

(

キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門)

は
、

身
長
60
㌢
程
度
（
規
約
は
40

テクニカル　世界７連覇
ロボカップ・カナダ大会で 本学チーム

〜
90
㌢
）
の
自
律
型
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
が
①
プ

ッ
シ
ュ
・
リ
カ
バ
リ
ー
②
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
キ
ッ
ク
③
ハ
イ

ジ
ャ
ン
プ
④
ハ
イ
キ
ッ
ク
｜

｜
の
４
種
目
で
得
点
を
競

う
。
今
大
会
は
世
界
の
強
豪

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　CIT Brains

は
、
ゴ
ー
ル

へ
の
シ
ュ
ー
ト
の
高
さ
を
競

う
④
で
、
参
加
チ
ー
ム
最
高

の
10
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た

の
を
は
じ
め
、
全
種
目
で
確

実
に
得
点
を
重
ね
、
ト
ー
タ

ル
24
・
５
ポ
イ
ン
ト
。
２
位

の
仏
ボ
ル
ド
ー
大
「Rhoban 

Football 
Club

」
に
１
・

５
ポ
イ
ン
ト
差
で
優
勝
し

た
。

　
一
方
、
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

に
は
13
チ
ー
ム(

１
チ
ー
ム

４
機
編
成)

が
参
加
。
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ

内
総
当
た
り
戦
を
行
っ
た
。

CIT Brains

は
順
調
に
勝
ち

を
重
ね
、
次
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
に
進
出
。
１
回
戦
で
英

国
の
社
会
人
チ
ー
ム
を
２
対

０
で
破
っ
た
。

　
し
か
し
、
次
の
準
々
決

勝
で
ボ
ル
ド
ー
大Rhoban 

Football

　Club

に
９
対
０

の
大
差
で
敗
れ
、
13
チ
ー
ム

中
で
は
同
率
５
位
の
ベ
ス
ト

８
に
終
わ
っ
た
。
２
０
１
４

年
ブ
ラ
ジ
ル
、
15
年
中
国
大

会
で
の
優
勝
に
続
き
期
待
さ

れ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム

３
連
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ボ
ル
ド
ー
大
チ
ー
ム
は
こ

の
後
、
準
決
勝
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
工
科
大
、
決
勝
で
イ

ラ
ン
の
大
学
チ
ー
ム
を
破
っ

て
優
勝
。
そ
の
Ｖ
チ
ー
ム
を

テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

破
っ
たCIT Brains

は
、
改

め
て
世
界
に
技
術
力
の
高
さ

を
示
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
指
導
に
当
た
っ

た
林
原
靖
男
教
授
の
話

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
開
発

に
チ
ー
ム
が
取
り
組
ん
だ
時

間
に
比
例
し
て
結
果
が
出
ま

す
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
７

連
覇
は
、
学
生
諸
君
が
日
ご

ろ
か
ら
真
摯
に
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
表

れ
で
す
。
一
方
、
サ
ッ
カ
ー

ゲ
ー
ム
は
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の

開
発
が
安
定
期
に
入
り
、
今

や
〝
知
能
の
時
代
〞
に
突
入

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
に
博

士
を
20
人
も
抱
え
るRhoban 

Football 
Club

が
サ
ッ
カ

ー
ゲ
ー
ム
で
圧
倒
的
な
強
さ

で
優
勝
し
た
こ
と
は
、
そ
の

一
つ
の
象
徴
と
言
え
ま
す
。

■CIT Brains

出
場
メ
ン

バ
ー
（
敬
称
略
）

　
島
田
悟
志（
リ
ー
ダ
ー
）、

中
島
崇
晴
、
林
立
樹
、
高
野

柊
人

以
上
４
年
▽
川
又
健

太
、
髙
橋
直
樹
、
畠
山
佑
太

以
上
３
年
▽
グ
エ
ン
・
ア

イ
ン
ク
ア
ン
、
高
洲
幹
太
、

松
本
康
希

以
上
２
年
▽
林

原
靖
男
（
教
授
）

キ
ッ
ド

サ
イ
ズ

サ
ッ
カ
ー
は
８
強
に
終
わ
る

東都六工大 空手道選手権

男
子
団
体
組
手
、団
体
形
で
優
勝

個
人
組
手
も
３
人
が
優
勝
・
準
優
勝

　
本
学
体
育
会
空
手
道
部
の

Ｏ
Ｂ
で
監
督
の
根
本
敬
介
さ

ん
（
平
成
15
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
卒)

が
、
内
閣
総
理
大
臣
杯
・
第

61
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大

会(
６
月
２
、
３
日
、
東
京

都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
の
東
京

都
体
育
館
で
開
催

日
本
空

根
本
さ
ん
６
度
目
Ｖ

全
国
空
手
で
史
上
最
多

優
勝
し
た
根
本
さ
ん(

右
端)
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

す
る
一
連
の
枠
組
み
を
通
し

て
、
太
陽
系
科
学
探
査
を
観

測
・
観
測
装
置
の
面
か
ら
担

う
人
材
を
継
続
し
て
育
成
す

る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
。
こ
の

サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、
ア
ス

ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
新
展

開
も
目
指
す
」と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
ダ
ス
ト
観

測
装
置(

カ
ウ
ン
タ
ー
と
ア

ナ
ラ
イ
ザ
ー)

、
天
体
表
層

撮
像
用
観
測
カ
メ
ラ
、
ダ
ス

ト
捕
集
機
構
な
ど
の
機
器
開

発
と
そ
れ
ら
を
開
発
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
進
め

る
「
深
宇
宙
探
査
技
術
実
証

機 
DESTINY+

」
計
画
で
も

こ
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
詳
細
や
搭
載
観

測
機
器
を
検
討
し
て
い
く
。

　
大
学
共
同
利
用
連
携
拠
点

は
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術

・
学
術
審
議
会
の
答
申
に
沿

っ
て
、
宇
宙
研
が
大
学
と
の

双
方
向
連
携
の
強
化
を
図
る

も
の
。
４
年
を
め
ど
に
活
動

し
、
終
了
後
は
大
学
が
活
動

を
継
続
す
る
。

　
毎
年
夜
空
に
見
ら
れ
る
３

大
流
星
群
の
一
つ
、
ふ
た
ご

座
流
星
群
に
つ
い
て
、
そ
の

母
天
体
で
あ
る
小
惑
星
「
フ

ェ
ー
ト
ン(Phaethon

、フ
ァ

エ
ト
ン
と
も
呼
ば
れ
る)

」

を
観
測
し
た
本
学
惑
星
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
）・
国
立
天
文
台
・
北
海

道
大
な
ど
の
国
際
共
同
研
究

チ
ー
ム
は
６
月
末
ま
で
に
、

天
体
表
面
の
光
の
反
射
が
、

特
定
方
向
で
強
く
な
る
性
質

（
偏
光
）
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
他
の
太
陽
系
天
体
に
比

べ
、
フ
ェ
ー
ト
ン
の
偏
光
度

が
並
外
れ
て
大
き
い
こ
と
を

発
見
し
た
。

　
こ
れ
は
表
面
粒
子
の
サ
イ

ズ
が
大
き
い
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
室
内
の
実
験
値
と

合
わ
せ
推
定
す
る
と
、
表
面

物
質
の
粒
の
直
径
は
３
６
０

㍃
㍍
以
上
。
月
表
面
か
ら
持

ち
帰
ら
れ
た
粒
子
（
50
㍃
㍍

以
下
）
と
比
べ
て
非
常
に
大

き
い
。

　
フ
ェ
ー
ト
ン
は
太
陽
の
ご

く
近
く
を
定
期
的
に
通
過
す

る
の
で
、
太
陽
熱
で
表
面
粒

子
が
焼
き
固
め
ら
れ
た
の

か
、
あ
る
い
は
微
細
な
粒
が

太
陽
光
圧
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
の
が
原
因
か
。
偏
光
度
が

大
き
い
の
は
表
面
物
質
の
隙す

き

間ま

が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る

い
は
表
面
物
質
の
反
射
率
が

予
想
以
上
に
低
い
こ
と
な
ど

も
考
え
ら
れ
る
。

　
千
葉
工
大
は
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構 

(

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ)

と
フ
ェ
ー
ト
ン
に
探
査
機
を

送
る
計
画 

DESTINY+

（
デ

ス
テ
ィ
ニ
ー
プ
ラ
ス
）
を
進

め
て
お
り
、
２
０
２
２
年
に

探
査
機
を
打
ち
上
げ
る
予

定
。
フ
ェ
ー
ト
ン
を
間
近
か

ら
観
測
し
て
、
こ
れ
ら
の
謎

の
解
明
に
あ
た
る
。

　
チ
ー
ム
は
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
荒

井
朋
子
主
席
研
究
員
、
小
林

正
規
上
席
研
究
員
、
石
丸
亮

研
究
員
と
、
国
立
天
文
台
、

北
海
道
大
、
さ
ら
に
ソ
ウ
ル

大
の
研
究
者
も
含
め
た
12

人
。
16
年
９
〜
11
月
に
北
海

道
名
寄
市
に
設
置
し
た
北
大

の
１
・
６
㍍
ピ
リ
カ
望
遠
鏡

で
偏
光
を
観
測
し
、
解
析
を

進
め
て
い
た
。

　
フ
ェ
ー
ト
ン
は
１
９
８
３

年
に
米
欧
共
同
の
赤
外
線
天

文
衛
星 

(

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ)

が
発

見
。
直
径
約
６
㌔
と
、
最
大

級
の
地
球
接
近
小
惑
星
で
、

ふ
た
ご
座
流
星
群
の
も
と
に

な
る
塵ち

り

や
ガ
ス
を
放
出
し
た

天
体
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
が
、
彗
星
の
よ
う
に

活
発
な
塵
の
放
出
は
な
く
、

太
陽
に
最
も
近
づ
く
時
の
み

塵
を
出
し
て
い
る
。

　
フ
ェ
ー
ト
ン
の
よ
う
な
彗

星
と
小
惑
星
の
両
方
の
性
質

を
持
つ
小
天
体
は
近
年
次
々

に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

実
態
や
起
源
を
解
明
す
る
こ

と
は
、
太
陽
系
小
天
体
の
古

典
的
概
念
を
見
直
す
手
が
か

り
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
こ
の
成
果
は
英
オ
ン
ラ
イ

ン
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ(

６ 

月 

27 

日
付)

に
掲
載
さ
れ

た
。

荒井主席研究員

小林上席研究員

石丸研究員

ふたご座
流星群　

母
天
体
の
素
顔
に
迫
る

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
と
国
立
天
文
台
・
北
大
な
ど
の
チ
ー
ム

　
本
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が
、
日

本
の
宇
宙
科
学
研
究
の
核
で

あ
る
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科
学

研
究
所(

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ

略
称

・
宇
宙
研)

の
大
学
共
同
利

用
連
携
拠
点
に
採
択
さ
れ
、

「
千
葉
工
業
大
学
惑
星
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
惑
星
探
査
基

盤
技
術
開
発
・
人
材
育
成
拠

点
」
と
し
て
平
成
30
年
度
か

ら
本
格
活
動
を
始
め
た
。
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
７
月
６
日
、
公
表

し
た
。

　
連
携
拠
点
で
は
「
小
天
体

・
ダ
ス
ト
の
観
測
・
測
定
機

器
の
開
発
を
主
体
的
に
実
施

ＰＥＲＣ

宇
宙
研「
連
携
拠
点
」に
採
択

惑
星
探
査
技
術
開
発
や
人
材
育
成
へ

　
千
葉
県
下
の
工
業
高
校
の

生
徒
が
、
工
業
高
校
か
ら
進

学
し
た
現
役
大
学
生
の
体
験

な
ど
を
聴
く
交
流
会
が
６
月

15
日
、
津
田
沼
２
号
館
大
教

室
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

　
県
工
業
系
高
大
連
携
推
進

委
員
会
と
県
高
校
教
育
研
究

会
工
業
部
会
が
年
に
一
度
開

く
も
の
で
、
４
回
目
の
今
回

は
６
高
校
の
生
徒
約
50
人
が

引
率
教
員
と
と
も
に
参
加
。

本
学
な
ど
８
大
学
の
学
部
生

・
大
学
院
生
17
人
か
ら
熱
心

に
話
を
聴
い
た
。

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
高
度
な
技
術
が
実
用
化
さ

れ
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
に
従

っ
て
、
工
業
高
校
生
の
大
学

進
学
意
欲
も
高
ま
っ
て
い

る
。
半
面
、
工
業
高
校
で
学

ぶ
普
通
教
科
は
普
通
科
高
校

の
６
割
程
度
で
、
受
験
と
入

学
後
の
一
般
教
養
科
目
の
履

修
に
は
苦
労
も
多
い
。

　
工
業
高
校
か
ら
工
科
系
大

学
に
進
ん
だ
先
輩
た
ち
は
、

そ
う
し
た
状
況
を
ど
う
乗
り

越
え
た
か
、
高
校
と
大
学
の

勉
強
と
研
究
の
違
い
や
大
学

生
活
の
実
際
、
卒
業
後
の
進

路
選
択
な
ど
、
普
段
、
高
校

内
で
は
聞
く
機
会
の
少
な
い

生
の
情
報
を
、
高
校
生
と
大

学
生
が
膝
を
交
え
て
話
し
合

う
の
が
こ
の
会
の
趣
旨
。

　
本
学
か
ら
は
大
学
院
工
学

研
究
科
電
気
電
子
情
報
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年
・

中
島
瑞
貴
さ
ん
▽
同
機
械
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
博
士
前
期
課

程
２
年
・
齋
藤
重
徳
さ
ん
▽

工
学
部
生
命
環
境
科
学
科
４

年
・
能
勢
春
香
さ
ん
の
３
人

が
参
加
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
交
流
会
に

〝
先
輩
〞の
体
験
を
聴
く

工
業
系
高
校
生
が
大
学
生
と
交
流
会

ＡＯ・推薦・特別・編入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

ＡＯ創造入学試験 
〔書類審査・実技・面接〕 ８／２（木）～９／３（月）（消印有効）

９／16（日）
　　９／17（月・祝）
（社会システム科学部
は、９月16日（日）のみ）

９／20（木）

公募制推薦入学試験 
〔書類審査・読解力テスト・面接〕 10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／17（土） 11／21（水）

専門高校推薦入学試験 
〔書類審査・面接〕 10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／17（土） 11／21（水）

指定校制推薦入学試験 
【一般高校・専門高校】 
〔書類審査・面接〕

10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／18（日） 11／21（水）

帰国生徒推薦入学試験【指定校制】 
〔書類審査・面接〕 10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／18（日） 11／21（水）

帰国生徒特別入学試験 
〔書類審査・小論文・面接〕 10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／17（土） 11／21（水）

社会人特別入学試験 
〔書類審査・小論文・面接〕 10／15（月）～11／２（金）（消印有効） 11／17（土） 11／21（水）

外国人留学生特別入学試験 
〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕 ９／25（火）～10／５（金）（窓口受付のみ） 11／17（土） 11／21（水）

編入学試験
〔書類審査・小論文・面接〕３年次受入れ ９／25（火）～10／５（金）（消印有効） 11／17（土） 11／21（水）

指定校制（高等専門学校）編入学試験 
〔書類審査・面接〕３年次受入れ ９／25（火）～10／５（金）（消印有効） 11／18（日） 11／21（水）

大学入試センター利用入学試験・一般入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入試センター利用入学試験【前期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） 12／20（木）～１／18（金）（消印有効）

１／19（土）
　　20（日）
センター試験

（本学個別試験なし）
２／８（金）

大学入試センター利用入学試験【中期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） １／30（水）～２／16（土）（消印有効）

１／19（土）
　　20（日）
センター試験

（本学個別試験なし）
２／21（木）

大学入試センター利用入学試験【後期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） ２／16（土）～３／４（月）（消印有効）

１／19（土）
　　20（日）
センター試験

＋
３／５（火）
本学試験

【午後実施】

３／８（金）

Ａ日程入学試験
（自動加重配点方式、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／20（水）～１／30（水）（消印有効）
１／31（木）
２／１（金）
　　２（土）
　　３（日）

２／８（金）

Ｂ日程入学試験
（２教科受験、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

１／30（水）～２／16（土）（消印有効） ２／17（日）
　　18（月） ２／21（木）

Ｃ日程入学試験
（同一時間内２教科選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／16（土）～３／４（月）（消印有効） ３／５（火）
【午前実施】 ３／８（金）

平成31年度　千葉工業大学入学試験日程

　
平
成
31
年
度
入
試
の
日
程
が
こ
の
ほ
ど
右
表
の

よ
う
に
決
定
し
た
。
昨
年
度
同
様
、
工
学
部
３
学

科
、
創
造
工
学
部
６
学
科
、
先
進
工
学
部
３
学

科
、
情
報
科
学
部
２
学
科
、
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学

部
３
学
科
の
全
17
学
科
で
募
集
が
行
わ
れ
る
。

　
前
年
度
と
の
変
更
点
は
、
①
セ
ン
タ
ー
利
用
入

試(

前
期
・
中
期)

で
外
国
語(

英
語)

の
外
部
資
格

・
検
定
ス
コ
ア
の
基
準
を
変
更
②
セ
ン
タ
ー
利
用

入
試
・
一
般
入
試
に
お
い
て
、
試
験
日
前
日
ま
で

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
出
願
が
可
能
と
な
っ
た
。

■

31
年
度
入
試
の
変
更
点

先
立
っ
て
、
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ

ッ
ト
「
櫻
弐
號
」、
惑
星
探

査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
）
の
国
際
宇
宙
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で
の
流
星
観
測

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
メ
テ
オ
」

運
用
室
と
、
秒
速
９
㌔
で
弾

丸
を
打
ち
出
す
「
衝
突
銃
」

を
見
学
し
た
。

■
参
加
高
校
　
京
葉
工
業

▽
千
葉
工
業
▽
市
川
工
業
▽

東
総
工
業
▽
下
総
▽
茂
原
樟

陽■
参
加
大
学
　
千
葉
科
学

▽
東
京
情
報
▽
日
本
工
業
▽

日
大
生
産
工
▽
日
大
理
工
▽

も
の
つ
く
り
▽
明
海

千葉工大生(左)の説明を聞く高校生たち
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１
　
教
育
研
究
活
動

(

１) 

入
学
試
験
関
係 

　

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
入
学
試

験
に
お
け
る
学
部
入
試
の
総
志
願
者

数
は
８
万
４
４
９
名
（
前
年
度
７
万

６
０
１
１
名
）
と
な
っ
た
。

(

２
）
学
生
生
活
の
満
足
度
向
上
へ

向
け
た
継
続
的
対
応

　
①
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
実
施
と
活
用

　
②
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　
　
と
活
用

　
③
大
学
生
基
礎
力
調
査
（
自
己
発

　
　
見
レ
ポ
ー
ト
）
の
実
施
と
活
用

　
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
生
サ
ー

　
　
ビ
ス

　
⑤
単
位
互
換
制
度

(
３)

入
学
前
教
育
の
充
実

(
４)
教
養
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
充
実 

　
①
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
の
実
施

　
②
テ
ー
マ
別
履
修
の
実
施
と
課
題

　
　
探
究
セ
ミ
ナ
ー
（
総
合
学
際
科

　
　
目
）
と
の
連
携

　
③
教
養
特
別
科
目
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
、
国
内
イ
ン
タ
ー
ン
、
国
際

　
　
イ
ン
タ
ー
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア

　
　
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ポ

　
　
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
　
等)

の
実
施

 (

５)

初
年
次
教
育
の
充
実

　
①
初
年
次
教
育
科
目
に
お
け
る
新

　
　
た
な
取
り
組
み
（
サ
イ
バ
ー
大

　
　
学
と
の
連
携
）

　
②
初
年
次
教
育
科
目
に
お
け
る
学

　
　
生
の
自
己
評
価
に
関
す
る
取
り

　
　
組
み

　
③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
・
充
実

　
④
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　
⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
の
開
設

（
６
）
教
職
員
が
連
携
し
た
就
職
支

援
の
強
化

（
７
）
大
学
院
へ
の
進
学
支
援

（
８
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
強
化

（
９
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進

（
10
）
新
入
生
に
対
す
る
少
人
数
制

に
よ
る
総
合
的
な
支
援 

　
①
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
教
職
協
働
実
施

　
②
ク
ラ
ス
担
任
制

（
11
）
習
熟
度
別
教
育
の
充
実 

（
12
）
包
括
協
定
に
基
づ
く
神
田
外

語
大
学
と
の
連
携
事
業 

（
13
）
大
学
院
志
願
者
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み

（
14
）
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者

教
育
認
定
機
構
）
認
定
申
請
に
向
け

た
取
り
組
み

（
15
）
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進 

　

　
①
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
②
授
業
の
公
開

　
③
Ｆ
Ｄ
ラ
ボ
の
開
催

　
④
Ｆ
Ｄ
ニ
ュ
ー
ス
の
作
成

（
16
）
教
育
業
績
の
表
彰

２
　
研
究
推
進
活
動

（
１
）
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
連

携
強
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化 

　
①
学
生
の
国
際
交
流

　
・
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
・
協
定
大
学
か
ら
の
交
換
留
学

　
・
短
期
招
請
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
②
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
教
職

　
　
員
交
流

　
・
瀬
戸
熊
理
事
長
の
協
定
大
学
訪

　
　
問

　
・
小
宮
学
長
の
協
定
大
学
訪
問

　
・
Ｓ
Ｄ
活
動

　
・
客
員
研
究
員

　
・
本
学
訪
問

（
２
）
地
方
自
治
体
等
と
の
国
際
交

流
協
力
活
動

　
①
日
本
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流

　
②
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー

（
３
）
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
の
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得

支
援

　
①
科
学
研
究
費
助
成
事
業

　
②
公
的
受
託

　
③
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

　
　
成
支
援
事
業

　
④
良
質
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
た

　
　
め
の
市
場
環
境
整
備
促
進
事
業

　
　（
国
交
省
）

　
⑤
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援

　
　
事
業
（
経
産
省
）

　
⑥
産
学
連
携
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
補
助
金

（
４
）
民
間
か
ら
の
奨
学
寄
付
金
及

び
受
託
研
究
費

（
５
）
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許
出
願

　
②
特
許
取
得

　
③
附
属
研
究
所

　
ア・
研
究
助
成
金
の
交
付

　
⑴
戦
略
的
先
端
研
究
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
助
成
金 

　
⑵
競
争
的
外
部
資
金
申
請
準
備
支

援
助
成
金

　
⑶
科
研
費
採
択
者
助
成
金(

初
年

度)　
⑷
科
研
費
採
択
者
助
成
金(

最
終

年
度
の
翌
年
度)

　
イ
・
研
究
活
動
報
告
会
の
開
催
お

　
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
報
の
作
成

　
ウ
・
材
料
解
析
室
・
工
作
セ
ン
タ

　
ー

（
６
）
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
） 

　
①
公
的
機
関
か
ら
の
受
託
研
究
費

　
②
企
業
に
対
す
る
技
術
移
転
、
企

　
　
業
か
ら
の
研
究
開
発
受
託
に
よ

　
　
る
成
果

　
③
そ
の
他

（
７
）
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
惑

星
探
査
装
置
の
開
発
、
惑
星
探
査
デ

ー
タ
の
解
析
、
惑
星
科
学
研
究
お
よ

び
惑
星
科
学
に
関
す
る
啓
蒙
を
主
な

活
動
内
容
と
し
て
い
る
。

（
８
）
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー(

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｌ
ａ
ｂ)

　
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
は
人
工
知
能
と
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
研
究
・
開
発
す
る

機
関
と
し
て
平
成
27（
２
０
１
５
）年

４
月
に
発
足
。
満
３
年
の
29（
２
０

１
７
）
年
度
末
に
は
常
勤
９
名
の
研

究
員
が
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

（
９
）
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
） 

　
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
世
界
初
の
海
洋
資
源
開
発
実
現

に
向
け
て
、
海
洋
資
源
の
探
査
・
揚

鉱
・
選
鉱
・
製
錬
と
い
っ
た
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
多
様
な
研
究
・
開

発
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
発
足
し

た
。
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度

は
、
常
勤
５
名
、
非
常
勤
５
名
の
研

究
員
が
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

（
10
）
そ
の
他
の
活
動 

　

　
①
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
in
名
古

　
　
屋
　
テ
ク
ニ
カ
ル
世
界
６
連
覇

　
②
ロ
ケ
ッ
ト
フ
ェ
ス
（
御
宿
）

　
③
市
・
３
大
学
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
無
料
配
布

３
　
学
生
支
援
関
係

（
１
）
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学

生
相
談
、
課
外
活
動
、
学
生
寮
、
奨

学
金
等
）

　
①
学
生
相
談

　
②
課
外
活
動
支
援
の
充
実

　
③
学
生
寮
生
に
対
す
る
支
援

　
④
奨
学
金
支
援
活
動

　
⑤
障
が
い
学
生
支
援
の
充
実

（
２
）
学
生
共
済
会
の
充
実

　
①
見
舞
金
給
付

　
②
学
生
納
付
金
貸
与
制
度

　
③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
サ
ポ

　
　
ー
ト

　
④
暮
ら
し
の
法
律
相
談

　
⑤
学
生
補
償
サ
ポ
ー
ト
制
度

　
⑥
備
蓄
食
の
購
入

（
３
）
留
学
生
の
派
遣
及
び
受
け
入

れ
体
制
の
充
実

　
①
留
学
生
へ
の
支
援
の
充
実

　
②
在
籍
管
理
等
の
強
化

（
４
）
教
科
書
及
び
参
考
図
書
（
シ

ラ
バ
ス
コ
ー
ナ
ー
）の
拡
充
・
整
備

（
５
）
利
用
者
目
線
に
沿
っ
た
学
習

環
境
の
維
持
・
整
備

（
６
）
自
学
自
習
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
の
支
援
、
図
書
館
利
用
促

進 ４
　
施
設
設
備
整
備
関
係

　
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
は
、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
講
義
棟

（
７
号
館
）
及
び
茜
浜
運
動
施
設
で

は
武
道
場
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
新

習
志
野
校
舎
再
開
発
計
画
に
お
い

て
、
女
子
寮
の
増
築
を
平
成
29
（
２

０
１
７
）
年
９
月
に
着
工
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
魅
力
あ
る
大
学

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

平
　
成

29
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
平
成
29
年
度
決
算
が
、
５
月
23
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

平
成
29
年
度
は
教
育･

研
究
活
動･

学
生
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
る
べ
く
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
講
義

棟
を
、
茜
浜
に
武
道
場
を
建
設
。
ま
た
、
女
子
寮
を
増
築
す
る
な
ど
、
環
境
整
備
の
充
実
を
目
指
し
た
予
算

と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

29
年
度
事
業
計
画
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)

事業活動収支計算書

貸借対照表
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
教
育
・
研

究
活
動
・
学
生
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え

る
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
た
。

（
１
）
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
新
講

義
棟
（
７
号
館
）
建
設

（
２
）
茜
浜
運
動
施
設
武
道
場
建
設

（
３
）
女
子
寮
増
築

（
４
）
そ
の
他

５
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

（
１
）
公
開
講
座

（
２
）
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

　
①
各
種
の
ご
案
内

　
②
工
場
見
学

　
③
会
員
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説

　
　
明
会

（
３
）
そ
の
他
の
産
学
連
携

６
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

（
１
）
情
報
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
と
監
視
体
制
整
備 

（
２
）
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
軽
減

の
た
め
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育

の
実
施

（
３
）
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の
対

応
策
と
規
程
の
整
備

（
４
）
自
己
点
検
評
価
活
動

（
５
）
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実

施 　
①
通
常
監
査
、
特
別
監
査
の
実
施

　
②
不
正
防
止
計
画
履
行
状
況
調
査

　
③
機
器
備
品
監
査
の
実
施

　
④
財
産
監
査
の
実
施

　
⑤
そ
の
他

（
６
）
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施 

（
７
）
公
益
通
報
制
度
の
充
実 

（
８
）
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実

（
９
）
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み

　
①
職
場
巡
視
の
実
施

　
②
作
業
環
境
測
定
の
実
施

　
③
長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
医
師

　
　
面
談
制
度
の
導
入

　
④
婦
人
科
が
ん
検
診
補
助
金
制
度

　
　
の
導
入

（
10
）『
輝
く
女
性
の
活
躍
を
加
速
す

る
男
性
リ
ー
ダ
ー
の
会
』
へ
の
参
画

７
　
財
務
の
概
要

（
１
）
教
育
活
動
収
支

　
①
教
育
活
動
収
入
計
１
６
０
億
６

　
　
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
３
１

　
　
０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
３
７

　
　
０
０
万
円
減
）

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
手
数
料
、

寄
付
金
、
付
随
事
業
収
入
、
雑
収
入

等
の
項
目
で
予
算
比
増
と
な
っ
た
。

　
②
教
育
活
動
支
出
計
１
５
６
億
２

　
　
０
０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
６

　
　
５
０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
２

　
　
億
円
増
）

　
ａ
　
人
件
費
は
、
研
究
員
、
嘱
託

職
員
等
の
増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
、

予
算
比
７
０
０
０
万
円
減
の
71
億
８

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
人
件
費
比
率

は
43
・
５
％
で
、
理
工
系
他
複
数
学

部
を
有
す
る
私
立
大
学
の
平
均
値

（
49
・
９
％
）
に
比
べ
、
引
き
続
き

良
好
な
水
準
と
な
っ
た
。

　
ｂ
　
教
育
研
究
経
費
は
、
消
耗
品

費
、
修
繕
費
、
委
託
費
、
報
酬
・
手

数
料
等
で
予
算
額
を
下
回
り
、
予
算

比
２
億
１
４
０
０
万
円
減
と
な
っ

た
。
教
育
研
究
経
費
比
率
は
41
・
２

％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す

る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
35
・
５

％
）
に
比
べ
、
引
き
続
き
高
い
値
と

な
っ
た
。
今
後
も
同
程
度
の
比
率
が

続
く
と
予
測
し
て
い
る
。

　
ｃ
　
管
理
経
費
は
、
予
算
比
８
２

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
。
消
耗
品

費
、
光
熱
水
費
、
委
託
費
な
ど
、
全

体
と
し
て
は
経
費
圧
縮
に
努
め
た
結

果
と
な
っ
た
。
管
理
経
費
比
率
は
11

・
０
％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を

有
す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
６
・

２
％
）
と
比
べ
若
干
高
く
な
っ
た

が
、
今
後
更
な
る
経
費
圧
縮
に
努
め

て
い
く
。

（
２
）
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
有
価
証

券
の
受
取
利
息
・
配
当
金
に
よ
り
、

３
億
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
教
育
活
動
外
支
出
は
、
為
替
差
損

1
円
だ
っ
た
。

（
３
）
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
有
価
証
券
な
ど
の

資
産
売
却
差
額
で
８
５
０
０
万
円
、

現
物
寄
付
や
過
年
度
修
正
収
入
な
ど

で
１
億
３
９
０
０
万
円
、
合
わ
せ
て

２
億
２
４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
特
別
支
出
計
は
、
資
産
処
分
差
額

や
過
年
度
修
正
支
出
な
ど
で
２
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

（
４
）
事
業
活
動
収
入
計
１
６
５
億

５
０
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
６
２

０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
３
億
２
１

０
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
３
億
２
１
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
た
。
主
な
要
因
は
、
教
育
活
動
収

入
の
学
生
生
徒
等
納
付
金
（
８
６
０

０
万
円
増
）
及
び
付
随
事
業
収
入

（
１
億
２
０
０
万
円
増
）、
教
育
活

動
外
収
入
の
受
取
利
息
・
配
当
金

（
２
億
２
１
０
０
万
円
増
）、
特
別
収

入
計
（
１
億
３
７
０
０
万
円
増
）
な

ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
５
）
事
業
活
動
支
出
計
１
５
６
億

４
０
０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
６
６

０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
１
億
７
３

０
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
１
億
７
３
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
た
。
主
な
要
因
は
次
の
と
お
り
。

　
人
件
費
２
億
６
２
０
０
万
円
増

　
主
な
内
訳

：

教
員
人
件
費
１
億

８
１
０
０
万
円
増
、
職
員
人
件
費
６

７
０
０
万
円
増

　
教
育
研
究
経
費
７
０
０
万
円
増

　
主
な
内
訳

：

消
耗
品
費

１
億
１
４
０
０
万
円
減
、
修

繕
費
１
億
９
２
０
０
万
円

減
、
委
託
費
２
億
２
３
０
０

万
円
増
、
報
酬
・
手
数
料
２

億
５
５
０
０
万
円
増
、
減
価

償
却
額
４
２
０
０
万
円
減

　
管
理
経
費
６
８
０
０
万
円

減　
主
な
内
訳

：

修
繕
費
１

億
９
３
０
０
万
円
減
、報
酬
・

手
数
料
４
３
０
０
万
円
増
、

減
価
償
却
額
１
９
０
０
万
円

減（
６
）
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
９
億
１
０
０
０

万
円
（
予
算
比
５
億
２
７
０

０
万
円
増
　
前
年
度
比
１
億

４
９
０
０
万
円
増
　
事
業
活

動
収
支
差
額
比
率
５
・
５
％
）

（
７
）
基
本
金
組
入
額
13
億

２
９
０
０
万
円

（
８
）
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
４
億

１
８
０
０
万
円
の
支
出
超
過

と
な
っ
た
。
翌
年
度
の
繰
越

収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越

収
支
差
額
を
合
わ
せ
る
と
、

72
億
１
６
０
０
万
円
の
支
出

超
過
と
な
っ
た
。

（
９
）
今
後
の
課
題

　
今
後
も
引
き
続
き
財
務
基

盤
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

<

収
入
面>

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の

　
　
安
定
的
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得

　
③
よ
り
効
果
的
な
資
産
運

　
　
用
と
リ
ス
ク
管
理
の
徹

　
　
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保

　
　
策
の
検
討

<

支
出
面>

　
①
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直

　
　
し

　
　
予
　
算

 

理
事
会
で
協
議
し
た
結

果
、
平
成
30
年
度
学
生
共
済

会
予
算
案
は
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

　
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

＜

収
入
の
部＞

●
受
取
利
息

　
金
利
低
迷
の
中
、
余
裕
資

金
の
運
用
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
投
資
有
価
証
券
か
ら
発

生
す
る
利
息
と
し
て
３
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
２
５
０
７
万
２
２
８
４
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
度
は
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
費
用
と
し
て
６
０
０
万
円

だ
っ
た
が
、
今
年
度
は
３
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
７
６
０
万
円
程
度
だ

っ
た
が
、
各
種
奨
学
金
の
申

請
状
況
を
考
慮
し
、
２
０
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
昨
年
同
様
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
、
暮

ら
し
の
身
近
な
法
律
相
談
の

継
続
に
係
る
費
用
と
し
て
、

７
１
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
消
耗
品
費

　
災
害
時
の
非
常
用
保
存
食

の
購
入
費
と
し
て
、
３
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

　
　
決
　
算

　
平
成
29
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
の
２
０
６
０
万
円
や
受

取
利
息
等
を
併
せ
合
計
約
９

５
５
０
万
円
と
な
っ
た
。
今

後
も
返
還
方
法
や
督
促
方
法

を
再
度
見
直
し
、
回
収
率
ア

ッ
プ
に
一
層
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
、
健
康
サ

ポ
ー
ト
制
度
と
し
て
、
飲
酒

や
タ
バ
コ
に
関
す
る
講
演
会

や
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
の
配

布
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
補
助
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
も
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
と

も
に
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
、
共
済
会
事
業
の

運
営
に
努
め
た
い
。

　
千
葉
工
業
大
学
学
生
共
済

会
も
30
年
目
を
迎
え
、
会
員

の
学
生
生
活
が
豊
か
な
も
の

と
な
れ
る
よ
う
、
制
度
の
充

実
を
図
り
つ
つ
、
平
成
29
年

度
も
順
調
に
運
営
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。

平成29年度決算報告書平成30年度千葉工業大学学生共済会収支予算

平成29年度収支決算書

学
生
共
済
会
　予
算
、決
算
を
承
認

（単位：円）
収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額
１．会費収入 24,000,000 １．支払保険料 17,500,000
２．入会金収入 4,500,000 ２．給付金 3,000,000
３．受取利息 3,000,000 ３．貸与金 20,000,000
４．貸付金回収収入 21,000,000 ４．委託費 7,100,000
５．手数料収入 1,600,000 ５．消耗品費 3,000,000

６．通信費 300,000
７．印刷費 400,000
８．会議費 250,000
９．支払手数料 400,000
10．事務費 200,000

小計 54,100,000 小計 52,150,000
前年度繰越金 25,072,284 次年度繰越金 27,022,284
総合計 79,172,284 総合計 79,172,284

Ⅰ収入の部
（単位：円）

科目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

1.会費収入 24,000,000 24,285,000 285,000
2.入会金収入 4,500,000 4,810,000 310,000
3.受取利息 40,000 1,739,615 1,699,615
4.貸付金回収収入 24,000,000 20,695,036 -3,304,964
5.手数料収入 1,600,000 1,551,298 -48,702
6.学費貸与準備金取崩収入 0 0 0
7.積立金取崩収入 0 3,000,000 3,000,000
8.当期小計 54,140,000 56,080,949 1,940,949
9.前年度繰越金 39,486,149 39,486,149 0
10.当期収入総計（Ａ） 93,626,149 95,567,098 1,940,949

Ⅱ 支出の部
（単位：円）

科  目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

1.支払保険料 23,500,000 18,484,568 -5,015,432
2.給付金 6,000,000 1,856,000 -4,144,000
3.貸与金 20,000,000 7,652,500 -12,347,500
4.委託費 7,100,000 7,048,080 -51,920
5.消耗品費 6,000,000 4,802,940 -1,197,060
6.通信費 300,000 21,347 -278,653
7.印刷費 300,000 102,600 -197,400
8.会議費 250,000 187,672 -62,328
9.支払手数料 400,000 336,747 -63,253
10.事務費 200,000 2,360 -197,640
11.学費貸与準備金組入支出 0 0 0
12.共済基金組入支出 0 0 0
13.積立金組入支出 0 30,000,000 30,000,000
14.当期小計（Ｂ） 64,050,000 70,494,814 6,444,814
15.次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 29,576,149 25,072,284

注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

貸 借 対 照 表
平成30年3月31日

千葉工業大学学生共済会
（単位   円）

資産の部 正味財産の部

科   目 金   額 科   目 金   額

普通預金 55,086,284 預り金 14,000

定期預金 205,000,000 共済基金 205,000,000

貸付金 124,122,867 積立金 165,000,000

投資有価証券 300,000,000 貸付充当金 124,122,867

学費貸与準備金 165,000,000

次年度繰越金 25,072,284

合    計 684,209,151 合   計 684,209,151

自　平成29年4月  1日　:　至　平成30年3月31日

資金収支計算書
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ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿

地
の
大
切
さ
を
考
え
る
「
谷

津
干
潟
の
日
フ
ェ
ス
タ
」
が

今
年
も
５
月
３
日
〜
６
月
10

日
、
習
志
野
市
秋
津
の
谷
津

干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
。
今
年
の
副
題
は

<

ま
る
ご
と
味
わ
う
干
潟
の

幸
せ>

。
シ
ギ
、
チ
ド
リ
な

ど
渡
り
鳥
の
観
察
会
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
各
種
教
室
、

音
楽
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
本
学
は
習
志
野
市
環
境
審

議
会
委
員
の
生
命
科
学
科
・

五
明
美
智
男
教
授
と
村
上
和

仁
教
授
が
運
営
に
参
加
。
展

示
ブ
ー
ス
に
村
上
研
究
室

（
生
命
環
境
科
学
科
・
生
物

圏
環
境
研
究
室
）
と
小
浦
節

子
研
究
室
（
同
・
生
活
圏
環

境
研
究
室
）
が
出
展
し
、
多

く
の
参
加
者
と
交
流
し
た
。

　
文
化
会
の
環
境
科
学
研
究

会
（
顧
問

村
上
教
授
）
と

生
物
部
（
顧
問

橋
本
香
保

子
准
教
授
）
も
、
谷
津
干
潟

ユ
ー
ス
と
し
て
運
営
に
携
わ

っ
た
。
会
場
で
は
体
育
会
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
風
神
部
が

演
舞
を
披
露
し
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

　
村
上
研
は
、
谷
津
干
潟
の

環
境
保
全
に
関
す
る
調
査
研

究
の
パ
ネ
ル

▽
底
生
生
物

・
付
着
珪
藻
・
水
質
か
ら
み

た
三
角
干
潟
お
よ
び
高
瀬
川

の
環
境
評
価
▽
底
生
生
物
か

ら
み
た
谷
津
干
潟
船
溜
り
お

よ
び
谷
津
川
の
環
境
評
価
▽

付
着
珪
藻
か
ら
み
た
谷
津
干

潟
船
溜
り
お
よ
び
谷
津
川
の

環
境
評
価
▽
市
民
調
査
に
よ

る
谷
津
干
潟
の
水
環
境
健
全

性
評
価
▽
房
総
半
島
に
お
け

る
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス<

Ｂ
Ｍ

Ｗ
Ｐ
ス
コ
ア
法>

に
よ
る
河

川
環
境
評
価
｜
｜
な
ど
を
展

示
。
同
時
に
来
場
者
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
水
環
境
の
健

全
性
指
標
を
調
査
し
、
市
民

感
覚
で
の
谷
津
干
潟
の
環
境

評
価
を
試
み
た
。

　
小
浦
研
は
、
北
米
原
産
で

今
や
東
京
湾
に
定
着
し
て
い

る
ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝(

白
ハ
マ

グ
リ
、
ま
た
は
大
ア
サ
リ)

の
殻
を
粉
末
化
し
、
水

質
悪
化
を
招
く
硫
化
物

の
除
去
に
利
活
用
す
る

研
究
や
、
水
質
浄
化
の

た
め
の
電
気
透
析
手
法

に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
展

示
し
た
。

　
今
年
は
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
25
周
年
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ

ズ
ベ
ー
ン
市
と
の
湿
地

協
定
締
結
20
周
年
に
当

た
り
、
６
月
９
日
に
は

セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ

た
。

命と環境 研究成果を展示
谷
津
干
潟
の
日
フ
ェ
ス
タ
で

　
三
番
瀬
を
抱
え
る
船
橋
市

で
６
月
23
日
、「
第
21
回
ふ

な
ば
し
環
境
フ
ェ
ア
〜
未
来

を
つ
く
ろ
う
、
つ
な
げ
よ

う
、
み
ん
な
で
守
る
船
橋
の

環
境
」
が
、
ふ
な
ば
し
三
番

瀬
海
浜
公
園
・
環
境
学
習
館

で
開
か
れ
、
工
作
・
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
生
き
物
教
室
、
環

境
関
連
技
術
の
説
明
、
研
究

の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　
本
学
か
ら
は
文
化
会
の
環

境
科
学
研
究
会
と
生
命
科
学

科
・
村
上
和
仁
教
授
の
研
究

室
が
出
展
し
、
参
加
者
と
交

流
し
た
。

　
環
境
科
学
研
究
会
は
、
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
印
旛

沼
と
谷
津
干
潟
の
調
査
結
果

を
パ
ネ
ル
展
示
。
ｐ
Ｈ
メ
ー

タ
ー
と
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
水

質
分
析
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
村
上
研
は
、
海
浜
公
園
池

（
汽
水
湖
）の
環
境
修
復
に
つ

　
房
総
半
島
の
南
東
沿
岸
・

い
す
み
市
と
協
定
大
学
が
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
「
域
学

連
携
大
学
に
よ
る
事
業
発
表

会
」
が
６
月
23
日
、
い
す
み

市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
。
本

学
の
福
嶋
直
樹
さ
ん
と
海
老

原
由
樹
さ
ん
（
と
も
に
生
命

環
境
科
学
専
攻
修
士
２
年
、

矢
沢
勇
樹
研
究
室
）
が
今
年

度
の
事
業
計
画
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ほ
か
、
千

葉
大
、
早
稲
田
大
、
武
蔵
野

美
術
大
、
跡
見
学
園
女
子
大

な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
企
画

を
発
表
し
た
。

　
い
す
み
市
で
は
、
地
域
活

性
化
と
課
題
解
決
に
向
け
て

協
定
大
学
と
域
学
連
携
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。
大
学
生

が
地
域
に
入
り
込
む
こ
と
で

新
し
い
も
の
を
生
み
だ
し
、

市
民
と
協
働
の
地
域
づ
く
り

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　
福
嶋
さ
ん
・
海
老
原
さ
ん

は
、
昨
年
度
来
の
事
業
成
果

と
と
も
に
①
谷
戸
田
を
囲
む

森
林
の
水
源
涵
養
機
能
と
物

質
供
給
制
御
能
の
環
境
諸
調

査
②
地
域
産
生
の
未
利
用
バ

イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
土
着

菌
発
酵
堆
肥
（
ぼ
か
し
肥
）

の
創
製
及
び
分
析
③
海
藻
資

材
施
用
に
よ
る
荒
漠
化
土
壌

（
耕
作
放
棄
地
）
の
マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
ム
形
成
｜
｜
の

三
つ
の
事
業
計
画
を
掲
げ
説

明
し
た
。

　
い
す
み
市
の
里
山
・
里
地

・
里
海
の
つ
な
が
り
を
考
察

し
、
流
域
を
介
し
た
一
体
的

管
理
と
物
質
循
環
型
未
利
用

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
を

提
案
し
た
も
の
で
、「
第
５

回
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農

業
国
際
会
議in

い
す
み
市
」

(

７
月
20
〜
22
日)

で
も
発

表
す
る
。

　
矢
沢
研
究
室
の
い
す
み
市

で
の
活
動
は
、
週
末
農
業
を

し
て
い
た
本
学
Ｏ
Ｂ
の
誘
い

で
始
ま
り
４
年
目
。
域
学
連

携
事
業
と
し
て
は
２
年
目
と

な
る
。
本
学
卒
業
生
の
上
島

浩
一
副
市
長
（
昭
和
50
年
建

築
科
卒
）
ら
は
地
域
創
生
へ

の
本
学
の
取
り
組
み
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
　

　
地
元
小
学
生
ら
と

　
ヨ
シ
の
苗
植
え
る

　
矢
沢
准
教
授
と
研
究
室
の

学
生
10
人
は
６
月
28
日
、
い

す
み
市
を
流
域
と
す
る
夷
隅

川
河
口
北
側
の
ラ
グ
ー
ン

（
潟
湖
）
で
、
地
元
の
市
立

長
者
小
学
校
６
年
生
34
人
と

と
も
に
ヨ
シ
（
葦
）
の
苗
約

２
万
５
千
株
を
植
え
た
。

　
矢
沢
准
教
授
が
理
事
を
務

め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
草
炭
緑
化
協
会

の
環
境
保
全
活
動
の
一
環
で

イ
オ
ン
環
境
財
団
の
第
27
回

環
境
活
動
助
成
先
に
採
択
さ

れ
て
い
る
。
苗
は
協
会
が
用

意
し
長
者
小
で
育
て
た
。

　
こ
の
日
は
ラ
グ
ー
ン
脇
の

砂
地
約
１
２
０
０
平
方
㍍
に

学
生
た
ち
が
深
さ
約
15 

㌢

の
穴
を
掘
り
、
児
童
ら
が
ポ

ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
苗
を

丁
寧
に
植
え
て
い
っ
た
。

い
て
①
生
物
炭
素
量
か
ら
み

た
生
態
系
構
造
解
析
②
24
時

間
連
続
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お

け
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
相
解
析

｜
｜
な
ど
の
研
究
成
果
を
示

す
と
と
も
に
谷
津
干
潟
関
連

の
パ
ネ
ル
を
展
示
。
自
治
体

関
係
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
関
係

者
ら
と
情
報
交
換
し
た
。

い
す
み
市
の
自
然
　活
用
へ

福
嶋
さ
ん
海
老
原
さ
ん
が
事
業
計
画

村上研が「ふなばし環境活動マップ」を展示

文化会・環境科学研の展示

村上研(生物圏環境研)が来訪者と交流

村上研、小浦研、環境科学研

ふ
な
ば
し
環
境
フ
ェ
ア
で

　
学
生
寮
の
大
運
動
会
（
小

林
翔
・
体
育
祭
実
行
委
員
会

委
員
長

都
市
環
境
工
学
科

３
年
）
が
６
月
10
日
（
土
）、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
野
球

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

青
空
の
下
、
寮
生
約
５
２
０

人
が
汗
を
流
し
た
。

　
種
目
は
多
数
参
加
を
重
視

し
た
移
動
玉
入
れ
、
障
害
物

競
争
、
借
り
人
競
走
、
し
っ

ぽ
と
り
、
40
人
41
脚
、
騎
馬

戦
な
ど
と
、
大
ト
リ
を
飾
る

フ
ロ
ア
対
抗
リ
レ
ー
。
中
で

も
騎
馬
戦
や
リ
レ
ー
に
出
場

し
た
学
生
た
ち
は
真
剣
そ
の

も
の
だ
っ
た
。
大
勢
が
足
を

つ
な
い
だ
40
人
41
脚
が
始
ま

る
と
、
ど
の
フ
ロ
ア
生
か
ら

も
笑
い
や
声
援
が
わ
き
あ
が

っ
た
。

　
今
年
は
３
年
生
の
参
加
者

が
多
数
お
り
、
元
寮
生
に
よ

る
Ｏ
Ｂ
対
決
や
お
手
本
競
技

な
ど
、
現
役
寮
生
と
の
交
流

も
行
わ
れ
た
。
実
況
付
き
の

競
技
も
あ
り
、
競
技
場
は
歓

声
と
拍
手
の
う
ず
。
フ
ロ
ア

対
抗
で
は
７
階
が
優
勝
し

た
。
　

　
観
戦
し
た
教
員
ら
は
「
真

剣
に
勝
負
し
て
い
る
姿
に
、

こ
ち
ら
も
熱
く
な
っ
て
し
ま

う
。
手
に
汗
握
る
勝
負
の
行

方
に
、
大
い
に
笑
っ
た
」
と

語
っ
た
。

　
寮
長
で
体
育
祭
実
行
委
員

長
の
小
林
さ
ん
は
「
寮
運
動

会
は
異
な
る
学
年
の
連
携
交

流
が
狙
い
な
の
で
、
寮
生
た

ち
が
フ
ロ
ア
ご
と
に
団
結
し

仲
間
を
熱
心
に
応
援
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
企
画
運
営
の

大
変
さ
も
吹
き
飛
び
ま
し

た
。
皆
の
協
力
に
感
謝
し
ま

す
」。
雨
天
や
熱
中
症
へ
の

対
策
な
ど
、
反
省
点
も
あ
る

と
い
う
。

障
害
物
や
40
人
41
脚

学
生
寮
大
運
動
会
　５
２
０
人
が
活
躍

障害物競争

実行委員会のメンバー

騎馬戦

移動玉入れ
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　「
千
葉
工
大
」
ブ
ラ
ン
ド

の
飛
躍
的
な
上
昇
を
背
景
に

し
た
入
学
志
願
者
数
の
増
加

や
、
好
調
の
就
職
状
況
な
ど

を
受
け
た
平
成
30
年
度
の
Ｐ

Ｐ
Ａ
総
会
が
６
月
30
日
、
新

習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館

で
開
か
れ

写
真
、
保
護
者

と
教
職
員
合
わ
せ
て
約
６
５

０
人
（
他
に
委
任
状
３
８
２

８
人
）
が
出
席
。
会
場
は
本

学
の
躍
進
ぶ
り
を
改
め
て
実

感
し
た
学
生
の
父
母
た
ち
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
白
川

恒
平
会
長
は
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
が
来

年
は
発
足
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
に
触
れ
、「
こ
の
間
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
は
学
生
の
学
び
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
課
外

活
動
支
援
、
奨
学
支
援
、
進

路
支
援
を
三
本
柱
に
、
大
学

活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

き
た
」
と
、
本
学
の
現
在
の

躍
進
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
活
動
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
と
語
っ

た
。

　
続
い
て
小
宮
一
仁
学
長
は

特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
き
た
教
育
改
革
の
成
果
と

し
て
、
学
長
就
任
前
に
は
毎

年
５
％
を
超
え
て
い
た
学
部

学
生
の
退
学
率
が
２
％
と
、

全
国
の
理
工
系
大
学
の
平
均

を
大
き
く
下
回
る
ま
で
に
低

下
し
た
こ
と
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
４
年
間
で
卒
業
す
る
学
生

の
割
合
も
６
割
か
ら
８
割
に

増
加
し
た
こ
と
を
報
告
。

　「
急
速
に
押
し
寄
せ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中
で
、

将
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め

に
、
ご
子
息
・
ご
息
女
に
は

学
部
卒
業
後
は
大
学
院
修
士

課
程
に
ぜ
ひ
進
学
す
る
よ
う

奨
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訴
え
た
。

　
ま
た
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は

英
国
の
高
等
教
育
専
門
誌

「
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ
ア
ー
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１

８
（
世
界
81
カ
国
１
１
０
２

大
学
）
で
、
本
学
は
２
年
連

続
ラ
ン
ク
入
り
（
日
本
か
ら

は
私
学
28
大
学
を
含
む
89
大

学
）
し
た
こ
と
、
経
済
誌

「
東
洋
経
済
」
の
「
本
当
に

強
い
大
学
総
合
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
も
全
国
３
０
０
校
中

36
位
に
入
る
な
ど
、
国
内
外

で
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
と

し
、「
こ
れ
か
ら
も
《
世
界

文
化
に
技
術
で
貢
献
す
る
》

と
い
う
建
学
の
精
神
を
高
ら

か
に
掲
げ
て
、
創
立
１
０
０

年
に
向
か
っ
て
邁ま

い

進し
ん

し
て
い

き
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

開催時刻：13時(本学は12時30分予定）

地 区 開催日 会　　場　　名 電話

札 幌 ９月２日(日) ホテルマイステイズ札幌アスペン 011-700-2111

旭 川 ９月１日(土) 藤田観光ワシントンホテル旭川 0166-23-7111

釧 路 ９月１日(土) 釧路プリンスホテル 0154-31-1275

函 館 ９月１日(土) ホテル函館ロイヤル 0138-26-8181

青 森 ９月２日(日) ホテルＪＡＬシティ青森 017-732-2580

秋 田 ９月８日(土) イーホテル秋田 018-865-7111

山 形 ９月２日(日) 山形国際ホテル 023-633-1313

酒 田 ９月１日(土) ホテルリッチ&ガーデン酒田 0234-26-1111

盛 岡 ９月９日(日) ホテル東日本盛岡 019-626-9083

仙 台 ９月９日(日) ＡＮＡホリデイ・イン仙台 022-256-5111

福 島 ９月８日(土) ホテル辰巳屋 024-522-5117

会 津 ９月９日(日) ルネッサンス中の島 0242-24-5151

いわき ９月２日(日) いわきワシントンホテル 0246-35-3000

新 潟 ９月８日(土) ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟 025-245-3333

長 岡 ９月９日(日) ホテルニューオータニ長岡 0258-37-1111

富 山 ９月１日(土) ホテルグランテラス富山 076-431-2211

長 野 ９月２日(日) ホテルＪＡＬシティ長野 026-225-1131

松 本 ９月８日(土) アルピコプラザホテル 0263-36-5971

小 諸 ９月１日(土) 小諸グランドキャッスルホテル 0267-22-8000

宇都宮 ９月８日(土) ホテルニューイタヤ 028-635-5511

栃 木 ９月９日(日) 栃木グランドホテル 0282-22-1236

高 崎 ９月８日(土) 高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111

さいたま ９月９日(日) 浦和ロイヤルパインズホテル 048-827-1111

水 戸 ９月１日(土) 水戸京成ホテル 029-226-3111

土 浦 ９月２日(日) ホテルグリーンコア土浦 029-822-4111

潮 来 ９月２日(日) 潮来ホテル 0299-62-3130

甲 府 ９月９日(日) ホテル談露館 055-237-1331

沼 津 ９月２日(日) プラザヴェルデ 055-920-4100

静 岡 ９月１日(土) ホテルアソシア静岡 054-254-4141

浜 松 ９月２日(日) オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111

名古屋 ９月９日(日) 名古屋国際ホテル 052-961-3111

大 阪 ９月８日(土) ホテルアウィーナ大阪 06-6772-1445

広 島 ９月８日(土) ホテルニューヒロデン 082-263-3453

松 山 ９月１日(土) ホテルサンルート松山 089-933-2811

高 知 ９月２日(日) ザ・クラウンパレス新阪急高知 088-873-1111

福 岡 ９月９日(日) ホテルセントラーザ博多 092-461-0111

大 分 ９月８日(土) JR九州ホテルブラッサム大分 097-578-8719

宮 崎 ９月２日(日) ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580

鹿児島 ９月１日(土) 鹿児島サンロイヤルホテル 099-253-2020

那 覇 ９月８日(土) ホテルロイヤルオリオン 098-866-5533

本 学 ９月30日(日) 津田沼校舎2号館3階大教室 047-478-0209

平成30年度　ＰＰＡ地区懇談会会場

　30
年
度
総
会
　新
習
志
野
で
開
く

　
議
事
は
平
成
29
年
度
事
業

・
決
算
・
監
査
報
告
と
30
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
全

会
一
致
で
承
認
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
地

区
懇
談
会
を
左
表
の
日
程
で

開
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
会
長
以
下
の
新
役

員
と
評
議
員
を
選
任
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）

　
会
長
　
深
水
進
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

３
年
の
保
護
者
）
▽
副
会
長

　
小
澤
俊
之
（
情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
工
学
科
２
年
の
保
護

者
）
▽
同
　
橋
本
和
明
（
理

事
・
評
議
員

応
用
化
学
科

教
授
）
▽
監
事
　
田
部
井
洋

子
（
電
気
電
子
工
学
科
２
年

の
保
護
者
）
▽
同
　
村
上
利

幸
（
経
営
情
報
科
学
科
准
教

授
）

　
　
　
　
＊

　
総
会
後
は
恒
例
の
学
科
懇

談
会
お
よ
び
個
別
面
談
が
行

な
わ
れ
た
。

　
な
お
、
例
年
、
総
会
会
場

に
充
て
ら
れ
て
い
る
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
が
大
規
模
改
修

工
事
中
の
た
め
、
本
年
度
は

新
習
志
野
体
育
館
が
会
場
に

充
て
ら
れ
た
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
新
会
長
に
深
水
氏

　
今
年
で
創
立
71
周
年
を
迎

え
る
千
葉
工
業
大
学
同
窓
会

の
平
成
30
年
度
通
常
総
会
が

６
月
２
日
、
津
田
沼
校
舎
４

号
館
で
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で

６
年
間
、
会
を
牽
引
し
て
き

た
坂
本
洋
会
長
（
昭
和
45
年

土
木
卒
）
が
退
任
、
今
年
１

〜
２
月
に
行
わ
れ
た
会
長
選

挙
で
選
ば
れ
た
池
永
憲
明
新

会
長
（
昭
和
50
年
機
械
卒
）

を
承
認
し
た
。

　
ま
た
、
岩
舘
和
巳
（
昭
和

51
年
電
子
卒
）、
松
井
俊
明

（
昭
和
57
年
工
経
卒
）、
本

保
元
次
郎
（
昭
和
55
年
金
属

卒
）
の
３
氏
の
副
会
長
就
任

な
ど
、
理
事
、
特
命
理
事
、

評
議
員
、
幹
事
の
新
た
な
役

員
陣
を
承
認
し
た
。

　
承
認
を
受
け
て
池
永
新
会

長
は
「
母
校
の
社
会
的
評
価

の
目
覚
ま
し
い
向
上
は
、
卒

業
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇

り
で
す
。
同
窓
会
も
会
員
が

８
万
６
千
人
を
超
え
る
大
き

な
規
模
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

も
毎
年
、
さ
ら
な
る
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
同

窓
会
の
パ
ワ
ー
が
母
校
の
一

層
の
発
展
の
支
え
に
な
る
よ

う
、
支
部
活
動
に
重
点
を
置

い
た
組
織
の
活
性
化
に
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
小
宮
一
仁
学
長
は
、
今
年

春
の
入
学
試
験
の
志
願
者
数

が
全
国
ベ
ス
ト
10
を
守
っ
た

こ
と
、
教
育
改
革
の
成
果
が

出
て
、
中
途
退
学
者
数
が
全

国
の
大
学
平
均
を
下
回
っ
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
。「
全
国

の
工
業
系
大
学
の
学
長
ら
も

千
葉
工
大
に
注
目
し
て
お

り
、『
ぜ
ひ
自
分
の
大
学
の

範
に
し
た
い
』
と
い
う
声
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
」
と
報
告
し
た
。

　
こ
の
後
、
総
会
は
平
成
29

年
度
事
業
・
収
支
決
算
報
告

と
監
査
報
告
、
30
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
を
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
総
会
の
冒

頭
、
最
後
の
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
坂
本
会
長
は
「『
世
界

文
化
に
技
術
で
貢
献
す
る
』

と
い
う
建
学
の
精
神
を
皆
で

掲
げ
て
〝
世
界
の
千
葉
工

大
〞〝
世
界
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
〞
で

ま
た
ご
一
緒
し
た
い
と
思

う
」
と
６
年
間
を
締
め
く
く

っ
た
。

　
　
　
＊ 

　
　
＊

　
通
常
総
会
の
後
は
２
号
館

３
階
大
教
室
に
会
場
を
移
し

て
懇
親
会
。

　
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、
本
学
の
運

営
に
つ
い
て
「
極
め
て
順
調

に
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
示
す
一
例
と
し
て
、
経
済

誌
「
東
洋
経
済
」
の
企
画

『
本
当
に
強
い
大
学
総
合
ラ

ン
キ
ン
グ
』
で
、
本
学
は
全

国
３
０
０
校
中
36
位
に
入
っ

て
い
る
」
と
紹
介
し
た
。

　「
出
口
（
就
職
）
を
制
す

る
大
学
は
入
り
口
（
入
試
）

も
制
す
る
と
い
う
豊
田
耕
作

前
理
事
長
の
言
葉
を
奉
じ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
報
告

す
る
と
、
会
場
か
ら
ど
っ
と

拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

　
会
は
恒
例
の
鏡
開
き
、
お

楽
し
み
抽
選
会
と
進
み
、
５

人
の
応
援
団
の
エ
ー
ル
で
校

歌
斉
唱
。
１
６
０
人
余
の
Ｏ

Ｂ
た
ち
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
に

返
っ
て
旧
交
を
温
め
て
い

た
。

池
永
新
会
長
を
承
認

同
窓
会
総
会
　教
職
協
働
の
発
展
願
う

津田沼校舎４号館で開かれた同窓会総会

懇親会会場で。若い世代も多く参加 瀬戸熊理事長(左)と歓談

本学公式Twitter を開設

　千葉工業大学の公式

Twitter＝写真＝が６

月初旬、開設された。

入試広報課を主体に、

大学が実施するイベン

トやニュースなど、さ

まざまな情報を発信し

ていく。本学に関心を

持つ学内外の人たちに

「ぜひフォローを」と

呼びかけている。

　【公式Twitter URL】

https://twitter.com/

chibakoudai_cit
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今
年
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会
が
終

わ
り
ま
し
た
。
今
年
も
多
く

の
保
護
者
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
総
務

担
当
と
し
て
総
会
に
携
わ
っ

て
十
年
、
多
く
の
保
護
者
の

方
と
お
話
さ
せ
て
頂
く
機
会

を
得
て
、
私
に
と
っ
て
は
と

て
も
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
役
割
は
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。「
今
の
Ｐ
Ｐ

Ａ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何

だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
こ
の
十
年
、
務

め
て
き
ま
し
た
。
時
代
に
合

っ
た
学
生
支
援
と
は
何
か
。

保
護
者
と
教
職
員
が
同
じ
目

線
に
立
ち
、
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
気

が
し
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。

学
生
に
と
っ
て
は
様
々
な
経

験
が
で
き
る
重
要
な
時
間
で

す
。
授
業
も
大
事
、
研
究
も

大
事
、
で
も
人
と
し
て
大
き

く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
社
会

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
経

験
は
授
業
や
研
究
に
負
け
な

い
ほ
ど
重
要
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
、
こ
の
夏

休
み
に
ど
ん
ど
ん
学
外
に
出

て
、
多
く
の
経
験
を
積
ん
で

く
だ
さ
い
。
旅
行
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
…
…
。
必
ず
、
人
生
の
糧

に
な
り
ま
す
か
ら
。

　
学
務
部
　
千
代
田
　
和
夫

　
数
年
前
か
ら
、
女
子
高
校

生
の
た
め
の
進
学
情
報
誌
・

キ
ャ
リ
キ
ャ
リ
の
社
会
科
見

学
企
画
に
参
加
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
２
名
の
女
子
学
生

が
、
直
接
企
業
に
出
向
き
、

商
品
企
画
・
広
報
の
担
当
者

ら
に
商
品
の
開
発
の
裏
側
を

根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
し
ま

う
と
い
う
、
取
材
も
雑
誌
の

出
来
上
が
り
も
、
楽
し
い
企

画
だ
。

　
今
回
は
浅
草
橋
に
あ
る
某

文
具
メ
ー
カ
ー
を
訪
問
。
終

始
賑に

ぎ

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
企
業
取
材
（
ガ
ー
ル
ズ
ト

ー
ク
）
で
得
た
も
の
は
、
学

生
達
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
今
回
訪
れ
た
企
業
、
実
は

個
人
的
に
思
い
出
深
い
こ
と

か
ら
選
出
に
至
っ
た
。
大
学

時
代
、
銀
座
・
伊
東
屋
で
ラ

ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
デ
モ
＆
販

売
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ

と
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
こ

そ
が
、
同
社
が
開
発
し
た
国

内
初
の
漢
字
変
換
が
可
能
な

コ
ン
パ
ク
ト
ラ
ベ
ル
製
作

機
。「
テ
プ
ラ
Ｔ
Ｒ
55
」。

　
引
か
れ
る
の
を
承
知
で
告

白
す
る
と
「
30
周
年
を
迎
え

た
ん
で
す
！
　
社
長
が
喜
び

ま
す
」
と
お
褒
め
？
の
言

葉
。
よ
く
よ
く
考
え
、
浦
島

太
郎
的
な
時
間
の
流
れ
に
驚

き
ょ
う

愕が
く

し
た
一
瞬
の
出
来
事
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
は
、
１

９
３
０
年
、
当
時
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
会
長
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

人
、
ジ
ュ
ー
ル
・
リ
メ
氏
が

設
立
し
た
大
会
で
あ
る
が
、

今
年
は
日
本
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
ん
だ
も
の
の
、

惜
し
く
も
ベ
ル
ギ
ー
に
敗
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
Ｗ
杯
に
は
個
人
的
に
も
思

い
入
れ
が
あ
り
、
初
め
て
フ

ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
２
０
０

６
年
に
は
ド
イ
ツ
大
会
が
あ

り
、
フ
ラ
ン
ス
が
決
勝
ま
で

進
み
、
ジ
ダ
ン
が
頭
突
き
し

て
、
準
優
勝
。
フ
ラ
ン
ス
が

勝
ち
進
む
度
に
、
夜
通
し
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り
響
き
、

車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
喜
び

を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
る
の

か
…
…
と
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
（
確
か
に
、
結
婚
式
の
後

も
新
郎
新
婦
を
乗
せ
た
車
は

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
続

け
な
が
ら
街
中
を
通
っ
て
行

く
…
…
）。

　
２
０
１
０
年
の
南
ア
フ
リ

カ
大
会
も
フ
ラ
ン
ス
に
い
た

も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
が
予
選

敗
退
で
静
か
に
終
わ
り
、
２

０
１
４
年
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
は

や
っ
と
日
本
に
い
た
が
、
日

本
は
予
選
敗
退
。
今
年
は
日

本
も
フ
ラ
ン
ス
も
決
勝
Ｔ
に

行
け
た
！
　
日
本
が
負
け
た

今
、
も
う
フ
ラ
ン
ス
に
夢
を

託
す
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
が
優
勝
し
て
、
千

葉
工
大
で
空
前
の
フ
ラ
ン
ス

ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
、
み
ん

な
が
フ
ラ
ン
ス
語
履
修
希

望
！
と
な
ら
な
い
か
な
…
…

と
思
っ
た
２
０
１
８
年
の
Ｗ

杯
。
　

　
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
木
島
　
　
愛

クラブの活動状況

▲

文化会 期　間 大会・発表会名

演劇部 ６／２　　　　　　 老人ホームで発表会

電子工学研究会 ６／16　　　　　　 Shirahama Market 電子工作ワークショップ

フォトクラブ ６／16、17　　　　 撮影会

写真部 ６／17　　　　　　 撮影会

総合工学研究会 ６／17　　　　　　 第15回ニソコン

フィッシャークラブ ６／17、23　　　　 学釣連バス釣り教室

電気研究部 ６／23　　　　　　 関東大学新歓ミーティング

写真部 ６／24　　　　　　 撮影会

フィッシャークラブ ６／８、９　　　　 部内釣行

▲

体育会 期　間 大会・発表会名

卓球部 ７／28、29　　　　 平成30年度第12回関東学生卓球チームカップ Ｂブロック

少林寺拳法部 ８／３～５　　　　 合宿

航空部 ７／13～15　　　　 練習

硬式野球部 ６／23～７／１　　 平成30年度千葉県大学野球　新人戦

フォークダンス部 ７／14　　　　　　 前期納会

よさこいソーラン風神部 ８／５、16　　　　 香澄夏祭り、第９回かみす舞っちゃげ祭り

二輪部 ７／29、８／４、５ 関東モトクロス選手権、キャンパスオフロードミーティング第２戦

陸上競技部 ７／15　　　　　　 第４回流通経済大学競技会

山岳部 ８／３～22　　　　 合宿

水泳愛好会 ８／５、18　　　　 第70回千葉市民総合体育大会、第5回千葉チャレンジカップ水泳大会

サバイバルゲーム同好会 ７／７　　　　　　 七夕サバゲー

上記クラブのほか、多くのクラブが課外活動に励んでいます。定期的にいろいろなクラブの活動状況をお知らせしています。

　
今
年
度
初
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
が
６
月
17
日
、
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
関
東
圏
外
か
ら
も
高
校

生
や
父
母
た
ち
が
訪
れ
、
来

場
者
は
昨
年
同
時
期
の
２
７

０
０
人
を
５
０
０
人
以
上
上

回
り
、
３
２
１
５
人
を
数
え

た
。

　
来
場
者
た
ち
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
配
布
資
料
を
受
け
と

る
と
、「
全
部
見
せ
ま
す
、

千
葉
工
大
！
」「
学
部
学
科

説
明
会
」「
Ａ
Ｏ
入
試
説
明

会
」
な
ど
の
会
場
へ
次
々
に

足
を
運
び
、
各
会
場
は
じ
き

に
満
席
と
な
っ
た
。

　
各
学
科
に
よ
る
Ａ
Ｏ
入
試

説
明
会
は
７
号
館
を
中
心
に

行
わ
れ
、
８
月
の
エ
ン
ト
リ

ー
に
向
け
学
科
を
検
討
す
る

高
校
生
た
ち
が
多
く
参
加
し

た
。
情
報
科
学
部
２
学
科
の

学
科
説
明
会
や
、
学
び
体

験
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習

室
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
」

な
ど
も
開
か
れ
た
。

　
１
階
フ
ロ
ア
に
は
、
学
生

た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
々

や
学
食
風
景
を
撮
っ
た
写

真
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
展

示
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
た

ち
は
足
を
止
め
て
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
楽
し
ん
だ
。
学
生
企
画

の
「
在
学
生
Ｌ
ａ
ｂ
」
で

は
、
入
試
広
報
課
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
高
校
生
の
相
談
に

乗
っ
た
。

　
講
義
棟
の
６
号
館
で
は
、

各
学
科
の
説
明
会
や
学
び
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、

来
場
者
は
学
科
の
特
徴
を
見

た
り
体
験
に
参
加
し
た
。

　
４
号
館
懇
談
フ
ロ
ア
で
は

自
治
会
学
生
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
「
在
学
生
に
聞
い
て

み
よ
う
」「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」
な
ど
の
企
画
を
開

き
、
丁
寧
な
対
応
ぶ
り
は
保

護
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

た
。

　
２
号
館
20
階
で
は
、
女
子

高
生
の
質
問
に
本
学
女
子
学

生
が
答
え
る
「
チ
バ
テ
ク
コ

の
部
屋
」
が
今
回
も
盛
況
。

１
階
・
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー

や
一
人
暮
ら
し
相
談
に
は
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
列
が
続

い
た
。

学
科
説
明
会
満
席
に

６
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

先端材料工学科の学び体験 学部学科説明会

災害対応ロボットを説明 音環境実験室で

「チバテクコの部屋」で 学食ランチを楽しむ

キャンパスを案内する学生

「在学生Ｌａｂ」で


